
 

（第２号様式）   
令和６年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 柏陽高等学校 学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 13 日実施） 

総合評価（３月 25 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定
着、課題発見解
決力の育成を目

指した教育課程
編成及び授業改
善に取り組む。 
 
 
 

 
 
 
 
②学校行事や生
徒会活動におけ

る生徒の主体的
な取組みを推進
する。 
 
 
 

①生徒の学習習
慣を定着させ、
基礎学力の向上

を図る。 
教科会を主体と
した組織的な授
業改善の充実を
図る。 
 

 
 
 
 
②コロナ禍での
知見を活用しな
がら、コロナ前
よりも生徒主体
となる学校行
事、生徒会活動
となるような支
援を図る。 

①実力アップ講
習等は年間の計
画を策定し、教
科として組織的
に取組む。 
ＩＣＴ利活用推
進チームを中心
に、組織的に授
業 改 善 に 取 組
む。 
 
 
 
 
②生徒会や、各
委員会の生徒と
の連絡を緊密に
取りつつ、担当
教 員 の み で な
く、活動支援グ
ループとしての
組織的な支援を
図る。 

①実力アップ講
習及びキャリア
アップ講座の開

講講座数、受講
生徒数が前年度
を上回ったか。 
ＩＣＴの利活用
について、学校
評価アンケート

において肯定評
価 80％以上を達
成できたか。 
 
②学校評価アン
ケートの学校行
事・部活動等に
おいて「主体的
に取り組むこと
ができたか」等
の 項 目 に お い
て 、 肯 定 評 価
80％以上を達成
できたか。 

①実力アップ講習
は、年間計画を策
定して組織的に取
り組み、6、7 月
に4回、10、11月
に 8回実施した。 
講座数、受講生徒
数は、昨年度と概
ね同数であった。
キャリアアップ講
座については、昨
年度よりも単位認
定に至る生徒が増
えた。 
②生徒はコロナ禍
での行事しか経験
していない中、担
当教員を中心に生
徒の支援を行い、
制限のなくなった
活動に対応するこ
とができた。その
結果、学校評価ア
ンケートの該当項
目において 91％
を達成した。 

①生徒のニーズに
合った講座・講習
の設定が必要不可
欠であるが、実力
アップ講座の、特
に土曜講習につい
ては、外部教育機
関と連携するな
ど、生徒のニーズ
に合う違う形を模
索する必要があ
る。 
 
 
②今年度生徒が経
験したことをふま
え、生徒自身が成
果・課題を振り返
る機会をつくり、
来年度は生徒主体
の取組みが一層充
実するような支援
体制をつくる。 

①生徒による授業評価に
ついては、バランスの良
い結果で評価できる。経
年でも注意深くデータを
見て、課題を抽出して授
業改善につなげることを
期待する。 
 
 
 
 
 
 
 
②学校行事に対しての生
徒の肯定評価が高いこと
は評価できる。 
文化祭ではスペースの

課題がある。廊下が歩け
ないくらい込み合い、中
庭も人で溢れている。校
庭を使うなど工夫をし
て、地域の住民も入りや
すい雰囲気になると良
い。 

①実力アップ講習の受講募集に
あたり、年間計画を示して、先
を見通すことができたこともあ
り、１年生の多くが受講した。
一方で、学年が上がるにつれ
て、受講者数が減少する状況と
なっている。生徒が参加しやす
い環境づくりのために、部活動
との兼ね合いを検討していく必
要がある。 
 
 
 
 
②新型コロナウイルス感染症の
影響のない状況での学校行事に
対する知見が乏しい中で、生徒
が満足する活動を行うことがで
きた。来年度は、より多くの保
護者や地域住民が学校行事等に
訪れることが予想される。今年
度で得られた知見を活かした上
で、安心安全に学校行事を運営
できる対策を講ずる必要があ
る。 

①生徒のニーズ及びそれに応じ
た講習の設定を検証していく。 
生徒が参加しやすい環境づくり
整備を検討していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②来場者の混雑を回避するため
に、展示場所の配置や、各企画
の混雑回避策を考案する。ま
た、来場者の写真・動画撮影に
関するルールづくりを検討す
る。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①学校行事や部
活動の活性化を
通し、責任感や
連帯感の涵養を
図る。 
 

 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひと

りの個に応じた

支援体制の充実

を図り、心身の

成長を支援す

る。 

 
 

①部活動・学校
行事のさらなる
活性化を図る一
方で、ルールや
マナーを守るこ
と、健康と学習
とのバランスを
取ることなどを
徹底し、責任感
や柏陽高校生徒
しての連帯感の
涵養を図る。 
 
②スクールカウ
ンセラー及びス
クールソーシャ
ルワーカーの配
置拡充を活用
し、外部機関と
の連携を強化
し、相談体制の
充実を図る。 

①部長会・各委
員会における生
徒との連絡を密
に行い、生徒の
意見を尊重しつ
つ、活動目標や
活動上の留意点
などをこまめに
指導しながら、
目標達成に向け
た 支 援 を め ざ
す。 
 
②生徒がカウン
セリングを受け
られる機会の拡
充を図るととも
に、スクールソ
ーシャルワーカ
ーと連携し、必
要に応じて外部
機関と連携する
体制を整える。 

①学校評価アン

ケートの学校行

事等の取組状況

や満足度等につ

い て肯定 評価

80％以上を達成

できたか。 

 

 

 

 
②校内における
教育相談の実施
状況や学校評価
アンケートの教
育相談等に関す
る 項 目 に つ い
て 、 肯 定 評 価
80％以上を達成
で き た か 。 ま
た、外部機関と
の連携を適切に
図ることができ
たか。 

①Google クラス
ルームを活用しな
がら、各部・各員
会が顧問と打合せ
をこまめに行い、
円滑な活動を行う
ことができた。そ
の結果、部活動に
ついて 81％、学
校行事について
91％が満足してい
ると回答した。 
②SC による教育
相談は延べ 97 人
（前年比 138%）
が利用した。また
昼休みに生徒の居
場所として SSW に
よる「フリースポ
ット」を開設し、
相談の機会を増や
すことができた。
学校評価アンケー
トの該当項目にお
ける肯定的評価は
80％であった。 

①各活動と学習と
を両立させなが
ら、いかにして高
い目標を設定し、
目標実現のために
努力できるか。そ
のための支援体制
を職員・生徒間で
検討する。 
 
 
 
②SSW の全校配置
により相談の機会
を週１回設定する
ことができたが、
活用しきることが
できなかった。来
年度は職員への周
知を積極的に行
い、相談に繋げら
れる体制を整えて
いく。 

①生徒の満足度の高さが
評価できる。新型コロナ
ウイルス感染症以前の状
態がベストとは限らな
い。感染症対策で得た知
見を生かしながら、より
良い形を目指して指導し
てもらいたい。 
 
 
 
 
②SC の充実が評価でき
る。SSW の活用につい
て、希望者が少ないので
あれば、ランダムに面談
機会を設定するなど、ま
ずは利用機会を増やして
はどうか。 
細やかな支援を期待す

るが、担任だけの負担に
ならない様、また、生徒
が色々な教員に相談でき
る様な組織的な仕組みを
検討して欲しい。 

①部活動・学校行事について、
生徒が満足感を得る活動を行う
ことができた。今後も新型コロ
ナウイルス感染症対策で得た知
見を活用しながら、学習との両
立を図るなかで、生徒がより高
い目標を持ち、主体的な活動を
通して責任感や連帯感を涵養で
きるよう組織的に指導してい
く。 
 
 
②SC、SSW を活用し、カウンセ
リングの機会の大幅な増加や
「フリースポット」の開設に繋
げることができた。来年度は更
なる教育相談の充実に向けて、
生活支援グループ以外の職員も
巻き込んだ組織的な相談体制を
整える。また、SSW の活用に向
け、職員への周知を積極的に行
う。 

①活動成果としての目標に加
え、ルールやマナーの涵養、学
習とのバランスなど、生徒主体
の活動を通して、より高い満足
度を得られるよう組織的な指導
体制を確立する。 
 
 
 
 
 
 
②各学年の係として教育相談担
当を設置し、組織的な教育相談
体制の強化を図る。また、「か
ながわ子どもサポートドック」
の結果を活用し、サポートが必
要だと思われる生徒を積極的に
SCや SSWの面談に繋げていく。
職員に対しても SSW が対応でき
る事案を積極的に紹介し、より
効果的な連携を検討する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 13 日実施） 

総合評価（３月 25 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

高い進路希望実

現に向け、生徒

がグローバルな

視点を持って将

来を設計できる

よう、自らのキ

ャリア発達を意

識できる、３年

間を見通した進

路指導の充実を

図る。 

①生徒の高い

進路希望の実

現を目指すた

め、進路指導

の 充 実 を 図

る。 
 

①３年間を見通
した「進路指導
プログラム」に
確 実 に 取 り 組
む。また、新学
習指導要領によ
る大学入試の変
更点について情
報を収集し、生
徒、保護者、教
職員への周知を
図る。 

①生徒及び保護
者の面談、出願
指導検討会及び
進路説明会が有
効であったか。
大学入学共通テ
スト得点状況、
難関大学合格者
数 10名以上、国
公立大学合格率
40％以上を達成
できたか。 

①進路指導への肯定

評価は 76％であっ

た。国公立大学の前

期までの現役合格者

は110 名、(昨年112

名)、難関国公立大は 

16名(昨年13名)。 
保護者対象進路説明
会、生徒対象進路説
明会にて丁寧な情報
提供を行った。ま
た、出願指導検討会
を実施、担任・教科
担当などで現状を把
握し指導に活用し
た。 

出願指導検討会を行い

情報共有することで、

担任以外の教科担当者

からも適切にアドバイ

スする事ができた。ま

た、今年度の取組をま

とめた資料を作成し、

次年度以降に 56 期担

任、生徒へ伝えてい

く。引き続き生徒の高

い進路希望を引き出し

支える指導を進める。 

①高い進学率を維持して
おり、また、旧帝大をは
じめとする国公立大の合
格者数が増えており、学
校としてのブランディン
グが上手くいっているこ
とが評価できる。 
 進路の不安に対して、
面談などで解消できてい
ることも良い、今後も継
続的に取り組んで欲し
い。 
 
 

①生徒・保護者に対して、進

路指導検討会を踏まえた面談

や進路説明会を通じて有効な

指導を行うことができ、55 期

生の難関国公立大学合格者

数、国公立大学合格者数とも

に目標を達成することができ

た。 

①これまでの進路指導の成果

を踏まえ、3 年間を通じて指導

する「進路指導プログラム」

を発展させることで、より高

い進路実績を目指す。また、

グループ担当だけでなく学校

として全職員が進路指導に取

り組む体制を充実させる。 

新教育課程における入試初年

度として積極的な情報収集と

ともにミスのない出願指導を

継続していく。 

４ 地域等との協働 

①ホームページ

のコンテンツを

充実させ、学校

の特色と魅力を

積極的に発信す

る。 

 

 

 
②保護者や地
域、大学等外部
機関、行政機関
等との協働連携
を促進し、本校
教育力の向上を
図る。 

①本校の教育活
動について、保
護者や地域の方
に向けて、より
広くかつ迅速な
情報発信に取り
組む。 

 

 

 
②保護者や地
域、大学等外部
機関、行政機関
等との協働連携
を促進し、教育
活動の充実を図
る。 

①生徒の活動の
様子をより詳し
くかつ迅速に発信
するため、情報
収集やホームペ
ージ更新作業の
仕 組 み を 改 善
し、組織的な取
組 み を 推 進 す
る。 
 
②授業や学校行
事において、行
政機関、大学研
究機関、地域、
民間等と連携し
た教育活動の充
実を図る。 

①学校説明会な
どにおけるアン
ケートで、ホーム
ページが適切に情
報を伝えている
という肯定評価
70％以上を達成
できたか。 

 

 
②授業や学校行
事における外部
機関や講師の活
用状況や、保護
者・生徒の満足
度等が上昇して
いるか。 

①学校説明会にお
けるアンケート
で 、 来 場 者 の
90％が、ホームペ
ージが柏陽高校を
知るために役に立
ったと答え、78％
から満足であると
いう肯定評価を得
た。 
②キャリアアップ
講座 13 講座を始
め、救急救命法の
講習や栄区の行事
への参加などを実
施した。保護者の
校外での体験活動
への肯定意見は
57％となった。 

①ホームページ更
新を組織的に行
い、迅速な情報発
信に努める。学校
説明会では生徒の
活動を見たいとい
う要望に応え、オ
ープンキャンパス
を検討している。 
②キャリアアップ
講座では、生徒が
参加する講座が限
定されつつあり、
新たな講座の開設
が課題である。よ
り活発に外部機関
との連携を図り生
徒、保護者の満足
度向上に努める。 

①ホームページは柏陽高
校を知ってもらうための
入口であり、より一層の
攻めの情報発信をすると
良い。柏陽の良い所、改
善している様子を全面に
アピールし、情報を発信
して欲しい。 
 
②栄区の設備として本郷
台駅前のサイネージやド
ローンなど、準備ができ
ている。今後、活用を検
討して欲しい。 
 生徒の地域貢献への意
識が上がるような活動や
関わりを増やしていく取
組を望む。 

①ホームページ更新について、
担当者個人ではなくグループで
組織的に作業するとで、個人の
負担を軽減し、迅速に更新する
ことができ、それが高い肯定評
価につながった。 
 
 
 
②キャリアアップ講座などの活
動をコロナ以前の形で再開する
ことができた。 
地域連携部会で議論となった、
学校ＰＲについて、栄区の設備
を利用させてもらう事ができる
ようになった。 

②ホームページ更新を職員全員
が協力して行う体制にし、情報
発信をさらに活発にしていく。
夏休みにオープンキャンパスを
実施し、入学希望者が生徒の活
動を直接見て本校の教育活動を
感じる機会とする。 
 
 
②キャリアアップ講座などにお
いて、新たな連携先の探索や、
生徒のニーズに応えた講座な
ど、新たな講座開設を検討して
いく。 
生徒の地域貢献に対する意識が
高揚するような活動や、地域と
の連携について考案する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の変

化に迅速に対応

し、前向きに課

題に取り組む雰

囲気を醸成し、

魅力と活気ある

学校づくりに取

り組む。 

 

 

②各種会議を計

画的に実施し、

効率的な学校運

営に取り組むと

ともに、緊張感

のある防災訓練

を継続し、安全

安心な教育環境

を整備する。 
 

①教育環境の変

化に迅速に対応

し、教員が協力

して前向きに取

り組める職場の

雰囲気を醸成

し、魅力と活気

ある学校づくり

に取り組む。 

 

②円滑で効率的

な学校運営に取

り組むととも

に、安全安心な

教育環境の整備

及び、事故・不

祥事の防止を図

る。 
 

①職員が相互に尊
重し合える職場づ
くりを目指し、職
員人権研修会や事
故防止会議を実施
する。報告・連
絡・相談を励行
し、風通しのよい
職場環境を醸成す
る。 
②ＩＣＴの利活用

を推進し、情報の

共有化、校務の効

率化を図るととも

にペーパーレス化

を推進する。地域

と連携した防災対

策を進める。事故

防止会議等により

不祥事防止に取り

組む。 

①職員人権研修
会等の実施回数
やその取組状況
は ど う か 。 報
告・連絡・相談
を励行している
か。 
 

 

 
②ＩＣＴを導入
して校務の効率
化を図れたか。
安全点検を実施
したか。防災訓
練の実施状況、
不祥事防止研修
会をはじめとす
る不祥事防止の
取組の実施状況
はどうか。 

①外部講師を招い
た職員向け人権研
修会、SC による
不祥事防止研修会
等を実施した。ま
た、職員間で活発
に情報交換が行わ
れ、報告・連絡・
相談が密に行われ
た。 
②Teams のチャッ
ト機能などを活用
した情報共有など
により、業務効率
化を進めた。年度
当初に計画した安
全点検、３回の防
災訓練と全 12 回
の不祥事防止研修
会を実施した。 

①研修会への取組
の様子などから、
人権尊重に向け
た、職員の意識の
向上がうかがえ
る。引き続き研修
会等を継続し、職
場環境の改善を目
指す。 
②ＩＣＴの更なる
活用により業務の
効率化を図る。ま
た、地域の方など
校外の方の協力を
得ながら、より効
果的な防災訓練を
実施するなど、安
全安心な教育環境
を引き続き整備
し、事故・不祥事
の防止に取り組
む。 

①学校運営では職員の一
人ひとりが自覚をもって
おり、良い組織だと思
う。しっかりと課題意識
を持って取り組めている
と感じるので、今後も継
続して欲しい。 
 
 
 
②防災活動について、地
域と連携した取組ができ
ると良い。地域と連携し
た防災訓練や、災害時に
柏陽高校がどのように地
域と関わるのかなど、発
展させていくことを期待
する。 

①職員の事故不祥事防止や人権
教育への理解が深まっており、
課題に対して前向きに取り組め
る職場の雰囲気が醸成できてい
る。 
 
 
 
 
 
②Ｔｅａｍｓのチャット機能を

活用した情報共有や、校内の施

設予約システムを活用して、業

務効率化を進めることができ

た。 
 

①職員の課題意識を高く維持し
ていくために、研修会などの効
果的な取組を検討し、計画的に
実施していく。 
 
 
 
 
 
 
②ＩＣＴをさらに活用して、さ

らなる業務効率化や業務改善を

推進する。 
災害時に柏陽高校が地域におい
てどのような役割を果たすのか
を考え、地域と連携した防災訓
練などの活動について検討して
いく。 

 


